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 No.011

今月のラインアップ市 の 人 口
人 口 113,578人 (－756人)

男 55,347人 (－451人)
女 58,231人 (－305人)

世帯数 48,100世帯 (－211)
平成29年3月末現在

す
ぐ
そ
ば
の
オ
ア
シ
ス



　西海岸道路が出来る事によって、国道 58 号の
交通負荷が大きく軽減し、地元住民も利用しや
すくなります。排気ガスや騒音の軽減にもつな
がり、周辺環境もよくなることが期待されます。

渋滞と環境負担の軽減
　那覇空港からうみそらトンネルを経由して、
浦添市へアクセスしやすくなります。
　周辺をリゾートとして開発し、多くの観光客
の流入が期待されます。

観光都市への発展

　
浦
添
市
は
、
そ
の
地
理
的
な
特
徴
と
し
て

市
域
の
約
14
％
近
く
を
国
道
58
号
の
西
側
部

分
を
キ
ャ
ン
プ
・
キ
ン
ザ
ー
が
占
め
て
い
ま

す
。
キ
ン
ザ
ー
の
西
側
に
は
広
大
な
東
シ
ナ

海
が
広
が
り
、
今
も
な
お
素
晴
ら
し
い
景
観

が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
多
く
は
そ
れ

を
目
に
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
浦
添
市
西
海
岸
エ
リ
ア
は
、
昭
和
49
年
に

那
覇
港
港
湾
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
以

降
、
様
々
な
開
発
事
業
に
取
り
組
み
、
事
業

が
完
了
し
た
西
洲
（
い
り
じ
ま
）
地
区
に
は

商
業
団
地
が
完
成
。
多
く
の
事
業
者
が
沖
縄

県
経
済
を
支
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
地
域

の
発
展
と
那
覇
市
へ
の
通
勤
エ
リ
ア
の
拡
大

に
よ
り
、
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
の
国
道
58
号

は
渋
滞
が
著
し
く
、
雨
の
日
や
交
通
事
故
が

発
生
し
た
際
は
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ

大
渋
滞
と
な
り
、
経
済
的
な
ロ
ス
ば
か
り
で

な
く
環
境
へ
の
負
荷
も
大
き
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
国
は
浦
添
市
の

西
海
岸
を
通
過
す
る
新
た
な
道
路
整
備
計
画

を
立
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
西
海
岸
開
発
計

画
で
す
。
こ
の
計
画
は
糸
満
市
か
ら
読
谷
村

に
至
る
延
長
約
50
㎞
の
計
画
で
、
そ
の
う
ち

浦
添
市
を
通
過
す
る
2
つ
の
道
路
、
臨
港
道

路
浦
添
線
と
浦
添
北
道
路
が
、
い
よ
い
よ
平

成
29
年
度
内
に
完
成
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
西
海
岸
道
路
と
キ
ン
ザ
ー
と
の
間

は
、
市
の
浦
添
市
西
海
岸
開
発
事
業
（
第
一

ス
テ
ー
ジ
地
区
）
に
よ
っ
て
新
た
な
商
業
エ

リ
ア
が
誕
生
し
、
大
型
商
業
施
設
の
立
地
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
少
し
ず
つ
そ
の
全
貌
を
見
せ
つ
つ
あ
る
浦

添
市
の
新
し
い
西
海
岸
。

　
浦
添
市
に
と
っ
て
、
こ
の
道
路
が
「
明
る

い
未
来
へ
の
か
け
橋
」
と
な
る
の
は
、
も
う

間
近
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

西洲

牧港

城間

浦添市役所

臨港道路浦添線
2.5km

浦添西原線キャンプ
キンザー

第一ステージ
地区

上空から見たキャンプキンザーの西側

西海岸道路と第一ステージ地区

浦添北道路
2km

２０１７年度開通へ！
ー 国道58号の渋滞軽減、那覇空港からのアクセス向上 ー

特 集 

特 集特 集

未来へのかけ橋
西海岸道路
国道58号を北へと向かうと、
その左手に広大なキャンプー・キンザー（牧港補給地区）が目に入ります。
キャンプキンザーの向こう側には浦添市の自然豊かな海が広がり、
今、その西海岸に新しい道路と商業エリアが
誕生しようとしているのを、ご存知ですか。
今月は浦添の新しい顔となるエリア、
西海岸区域の現在についてご紹介します。
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２０１９年夏オープン！

ー 沖縄最大級のショッピングセンター ー

てだこのまち浦添市へようこそ

交差点側から見た SAN-A×PARCO 外観

特 集 

こ
の
道
路
は
私
た
ち
を
含
め
、

住
民
や
関
係
し
た
人
た
ち
の

熱
い
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　西
海
岸
道
路
の
計
画
当
初
は
、
道
路
整
備

に
必
要
な
部
分
を
す
べ
て
埋
め
立
て
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　整
備
に
は
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
必
要

で
、
そ
の
際
に
は
地
元
の
皆
さ
ん
や
学
識
経

験
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
協
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
が
、
西
海
岸
を
知
る
人
々
か
ら
は

貴
重
な
自
然
海
浜
を
埋
め
立
て
る
こ
と
に

対
す
る
反
対
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。私

た
ち
も
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
で
き
る
限
り
自

然
環
境
に
負
荷
の
な
い
形
で
の
整
備
が
で

き
な
い
も
の
か
と
検
討
を
繰
り
返
し
ま
し

た
。　こ

れ
に
よ
り
当
初
計
画
を
見
直
し
、
埋
め

立
て
で
は
な
く
、
橋
梁
に
よ
る
整
備
方
法
と

し
ま
し
た
。対
象
エ
リ
ア
内
の
海
水
の
流
れ

を
妨
げ
な
い
よ
う
、
柱
の
形
や
間
隔
も
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
コ
ス
ト
は
か
か
り
ま
す
が
、
浦

添
市
と
し
て
は
整
備
を
行
う
国
に
対
し
市

民
の
熱
い
想
い
を
伝
え
整
備
費
の
増
額
を

お
願
い
し
、
国
側
の
理
解
も
あ
り
平
成
22
年

か
ら
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　こ
の
道
路
の
開
通
は
、
国
道
の
混
雑
を
軽

減
し
、
市
内
へ
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。大
型
商
業
施
設
や
西

海
岸
の
景
観
も
含
め
、
新
し
い
浦
添
市
の
魅

力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
と
思

い
ま
す
。

みんなで考えよう
浦添西海岸
　浦添市が国や県、那覇市、
那覇港管理組合に提案してい
る環境負荷の軽減、埋立面積
縮小の見直しなどをまとめた
「浦添市素案」をホームペー
ジで公開しています。

浦添市素案

西海岸開発課　課長　仲西 広光
（平成 29年 3月末現在）

西海岸道路は環境に配慮され
ており、部分的に橋梁化され
ています。
しかし、橋梁化に至るまでに
は周辺住民と何度も協議を重
ねながら、時間とお金の問題
をクリアしなければなりませ
んでした。

　
第
一
ス
テ
ー
ジ
地
区
に
、
沖
縄

の
サ
ン
エ
ー
と
パ
ル
コ
が
協
業
し

て
開
発
す
る
大
型
商
業
施
設
が
、

平
成
31
年
夏
ご
ろ
に
開
業
予
定
で

す
。す
で
に
土
地
は
、
株
式
会
社
サ

ン
エ
ー
の
1
0
0
％
子
会
社
で
あ

る
「
株
式
会
社
サ
ン
エ
ー
浦
添
西

海
岸
開
発
」へ
売
却
し
て
お
り
、
施

設
が
完
成
す
る
と
こ
れ
ま
で
以
上

に
観
光
客
の
流
入
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
い
ま
、
市
民
の
関
心
を
集
め
て

い
る
こ
の
大
型
商
業
施
設
は
、
果

た
し
て
ど
の
ぐ
ら
い
の
規
模
な
の

で
し
ょ
う
か
。

施設はどのくらいの大きさなの？

将来への想いをカタチへ
ー まちづくりのために浦添市が目指すモノー

観
光
都
市
と
し
て
の
浦
添
市

店舗面積は県内最大級の 60,000 ㎡（予定）！

Ｑ

Ａ

駐車場はどのくらいあるの？Ｑ
Ａ

　「PARCO」とは、株式会社パルコが全国主要都市に19
店舗展開している国内大手のファッションビルのこと
です。主に若者向けの人気ブランド多く取り扱っていま
すが、近年では「オトナPARCO」をオープンし幅広い世
代に向けて流行とライフスタイルを発信しています。

3,800 台（予定）! 車利用の来店
を意識し、天候の影響を受けず
利用しやすい６層の立体駐車場
と大規模な屋内駐車場を予定し
ています。

What's「PARCO」‼

浦添市民体育館の約20倍 !!

約3,800台 !!

おっき～い！

どんなお店がくるのか楽しみ！
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ねながら、時間とお金の問題
をクリアしなければなりませ
んでした。

　
第
一
ス
テ
ー
ジ
地
区
に
、
沖
縄

の
サ
ン
エ
ー
と
パ
ル
コ
が
協
業
し

て
開
発
す
る
大
型
商
業
施
設
が
、

平
成
31
年
夏
ご
ろ
に
開
業
予
定
で

す
。す
で
に
土
地
は
、
株
式
会
社
サ

ン
エ
ー
の
1
0
0
％
子
会
社
で
あ

る
「
株
式
会
社
サ
ン
エ
ー
浦
添
西

海
岸
開
発
」へ
売
却
し
て
お
り
、
施

設
が
完
成
す
る
と
こ
れ
ま
で
以
上

に
観
光
客
の
流
入
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
い
ま
、
市
民
の
関
心
を
集
め
て

い
る
こ
の
大
型
商
業
施
設
は
、
果

た
し
て
ど
の
ぐ
ら
い
の
規
模
な
の

で
し
ょ
う
か
。

施設はどのくらいの大きさなの？

将来への想いをカタチへ
ー まちづくりのために浦添市が目指すモノー

観
光
都
市
と
し
て
の
浦
添
市

店舗面積は県内最大級の 60,000 ㎡（予定）！

Ｑ

Ａ

駐車場はどのくらいあるの？Ｑ
Ａ

　「PARCO」とは、株式会社パルコが全国主要都市に19
店舗展開している国内大手のファッションビルのこと
です。主に若者向けの人気ブランド多く取り扱っていま
すが、近年では「オトナPARCO」をオープンし幅広い世
代に向けて流行とライフスタイルを発信しています。

3,800 台（予定）! 車利用の来店
を意識し、天候の影響を受けず
利用しやすい６層の立体駐車場
と大規模な屋内駐車場を予定し
ています。

What's「PARCO」‼

浦添市民体育館の約20倍 !!

約3,800台 !!
車利用の来店

を意識し、天候の影響を受けず
利用しやすい６層の立体駐車場
と大規模な屋内駐車場を予定し

おっき～い！おっき～い！

どんなお店がくるのか楽しみ！

ー沖縄最大級のショッピングセンターー

2017 年５月１日広報5
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なかゆくい
話題がいっぱい！

浦添市役所玄関前広場で子どもたちの健やかな成
長を願う「こいのぼり掲揚式」が行われ、会場にはたく
さんの子どもたちが集まりました。

曲に合わせ徐々に高く揚がっていくこいのぼりを見
上げて、はしゃぐ子どもたち。元気いっぱいにこいのぼ
りの歌を歌ったり、ダンスを踊ったり、最後にはプレゼ
ント配布も行われ会場は大いに盛り上がりました。

朝から掲揚式を楽しみにしていたという、あさのうら
保育園の友寄隆都くんは「こいのぼりを揚げられて楽
しかった」と笑顔で話しました。

浦添市役所に17人の新人職員（行政職12人、技術
職3人、消防職2人）が採用され、4月3日辞令交付式
が行われました。

新人職員の皆さんは、緊張が伝わる程の面持とぎ
こちなさを見せながらも、しっかりと前を向いて入場
し、それぞれの名前が呼ばれると元気よく「はい！」と
返事し辞令を受け取りました。

市長の訓示を真剣な眼差しで聞き、新職員を代表
してあいさつをした水野泰誠さんは「公務の責任の
重さに身が引き締まる思い。市民にとってより暮らし
やすいまちを作っていきたい」と決意を述べました。

4/3（月）4月新年度スタート。フレッシュな風が吹く

4/14（金）空泳ぐこいのぼりに
子どもたちの笑顔溢れる

市議会  正・副議長決定
第187回浦添市議会臨時会において、市議会議長に
島尻忠明氏、副議長に下地秀男氏が決定しました。

島尻忠明 氏
50歳　宮城在
平成９年浦添市
市議会議員に
初当選

（議員歴18年） 

下地秀男 氏
59歳　内間在
平成５年浦添市
市議会議員に
初当選

（議員歴24年）

監査委員決定
第187回浦添市議会臨時会において、上江洲徹也
氏、友利瑞枝氏が監査委員に決定しました。

上江洲徹也 氏
60歳　牧港在　
平成21年浦添市
議会議員に
初当選

（議員歴８年）

友利瑞
みず

枝
え

 氏
44歳　宮城在
平成11年税理士
登録
平成19年より
友利勇栄税理士
事務所勤務
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浦添幼稚園をはじめ市内の幼稚園で入園・進級式
がありました。当日は入園・進級園児だけでなく多く
の保護者も同席し、わが子の晴れ姿を見て喜んでい
ました。

初めての幼稚園に緊張気味の園児もいましたが、
年中から年長クラスへ進級する在園児の元気な返事
や大きな歌声に緊張もほぐれた様子で、式終了時に
は大きな声で「ハイ」と言えるようになりました。

浦添幼稚園で進級する仲里こうすけ君に今年頑張
りたいことを聞くと「友達をいっぱい作る！」と元気に
答えてくれました。

長年にわたり、行政相談委員を務めあげた山川重子
さんと内間真理子さんに、総務大臣から感謝状が贈ら
れました。二人は豊かな経験と知識を生かし、市民から
の行政に関する相談を受け「行政と市民の架け橋」と
して活動してきました。感謝状を手にした二人は「困っ
ている人が多い。ほとんどの相談が何年もかけて解決
する複雑なものだった。」と、これまでの活動を振り返
りました。

また、同日新たに委員として委嘱された与那原孝
たかし

さ
んと山里時子さんからは「前任者のような市民から頼
られる相談員になりたい」と抱負を語りました。

浦添市安波茶には安波茶樋川（フィージャー）と呼
ばれる市指定史跡の湧き水があり、約300年前から
周辺住民の生活を支えてきました。湧き水が減少傾
向にあり、周辺住民からの要望を受けて市で復元整
備を進め、見違えるほどに水が湧き出るようになりま
した。

復元落成式には関係者をはじめ周辺住民の皆さん
も参加し、笑顔で復元を祝いました。会場にいた比嘉
愛子さんは「水が出にくくなって、どうにかならないも
のかと思っていたけど、復元できて本当によかった」
と嬉しそうに語りました。

4/11（火）ワクワクとドキドキの入園・進級式　　

4/13（木）行政相談委員へ総務大臣感謝状

4/16（日）地元歴史文化の復元に、地域住民が祝福

浦添市役所市民広場で交通安全出発式が行われま
した。
「青信号　しっかりかくにん　わたろうね」をスローガン

に掲げ、安全・安心なまちづくりのために、市民の皆さん
に交通のルールやマナーの再確認を呼びかけました。

出発式では、浦添市内の各小学校へランドセルカ
バーや反射材付き体育着袋、「イカのおすし」下敷きが
贈呈されました。また、新一年生の平

へ

識
しき

世
せ

名
な

くんと辺
へん

士
と

名
な

綾
あや

星
せ

ちゃんが「僕たち、私たちは車をよく見て横断歩
道を渡ります」と元気いっぱいに交通安全宣言をする
と、会場は温かな笑顔に包まれました。

４/５（水）春の全国交通安全運動出発式
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浦添市長

こ
ち
ら
市
長
室！

ハイ
サ
イ

松 本 哲 治

問
い
合
わ
せ

秘
書
課
☎（
８
７
６
）１
２
３
４

（
内
線
２
５
６
３
）

～　パイプライン通り　～
先日、市のふれあい出前講座で小学生向けに「パイプライン通りについて調べてみよう！」を実施しました。

参加した子どもたちは、「なんでパイプラインっていうの？」と不思議そうな顔をして聞いていました。
パイプライン通りは 1922（大正 11）年に開通し、県民から「軽便（ケービン）」の愛称で親しまれた沖

縄県営鉄道の名残です。沖縄戦を経て 1952（昭和 27）年には、米軍が線路跡を利用して那覇軍港から北谷
までジェット機燃料を運ぶ送油管３本を敷設しました。パイプラインとはこの送油管施設を指す言葉だった
のですが、送油管に沿って造られた管理用道路が一般利用され送油管が地下に埋められると、いつしか道路
自体が「パイプライン」と呼ばれるようになりました。のちに返還され姿を消した送油管や巨大なバルブボッ
クスは今や懐かしい風景となってしまいましたが、市民に長年親しまれた「パイプライン」の名称はこれか
らもずっと残っていくことでしょう。

﹁
浦
添
新
時
代
﹂

　

那
覇
か
ら
国
道
58
号
を
北

上
す
る
と
、
米
軍
基
地
キ
ャ

ン
プ
・
キ
ン
ザ
ー
と
私
た
ち

を
隔
て
る
フ
ェ
ン
ス
が
左
側

に
続
く
。
そ
の
キ
ン
ザ
ー
も

約
８
年
後
の
２
０
２
５
年
に

は
返
っ
て
く
る
こ
と
に
計
画

上
は
な
っ
て
い
る
。
そ
の
計

画
に
加
え
て
、
２
０
１
３
年

12
月
に
当
時
の
仲
井
眞
県
知

事
は
政
府
に
対
し
、
「
キ
ン

ザ
ー
の
前
倒
し
返
還
」
に
つ

い
て
要
望
し
て
お
り
、
２
０

２
５
年
を
待
た
ず
し
て
さ
ら

な
る
前
倒
し
返
還
に
向
け
て

最
大
限
協
力
す
る
と
政
府
か

ら
回
答
を
得
て
い
る
。
終
戦

後
、
半
ば
強
制
的
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
私
た
ち
の
大
切
な

土
地
が
70
年
以
上
も
経
過
し

た
今
日
、
よ
う
や
く
返
還
に

向
け
て
動
き
始
め
た
の
で
あ

る
。
私
が
生
ま
れ
た
頃
か
ら

存
在
す
る
、
あ
る
意
味
見
慣

れ
た
風
景
の
一
部
で
も
あ
る

あ
の
フ
ェ
ン
ス
が
も
う
す
ぐ

取
り
払
わ
れ
る
時
が
や
っ
て

く
る
と
考
え
る
と
、
夢
の
よ

う
で
あ
る
。

　

そ
の
キ
ン
ザ
ー
と
西
海
岸

の
間
に
は
、
海
に
沿
っ
て
走

る
新
た
な
道
路
「
臨
港
道
路

浦
添
線
と
沖
縄
西
海
岸
道
路

浦
添
北
道
路
」
が
来
年
４
月

に
開
通
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
那
覇
空
港
か
ら
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
58

号
を
通
ら
ず
に
行
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
開
通

後
に
そ
の
道
路
を
北
上
す
る

際
に
は
左
側
に
イ
ノ
ー
（
珊

瑚
礁
に
囲
ま
れ
た
浅
い
海
の

こ
と
）
が
広
が
る
素
晴
ら
し

い
景
色
を
見
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
夕
方
に
車
を
走
ら

せ
た
な
ら
、
そ
の
海
に
沈
む

素
敵
な
サ
ン
セ
ッ
ト
も
堪
能

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
そ
の
残
さ
れ
た
自
然
の

イ
ノ
ー
の
海
を
で
き
る
だ
け

埋
め
ず
に
守
り
つ
つ
、
同
時

に
そ
の
魅
力
を
最
大
限
に
活

用
で
き
る
西
海
岸
開
発
が
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
西
海
岸
は
、
空
港
か

ら
近
く
、
県
都
那
覇
市
に
隣

接
し
、
基
幹
道
路
58
号
と
も

接
し
て
お
り
、
ま
た
、
自
然

の
イ
ノ
ー
が
残
さ
れ
、
美
し

い
夕
日
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
素
晴
ら
し
い
立
地
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
後
背
地
に
は

起
伏
の
緩
や
か
な
丘
陵
と

な
っ
て
い
る
広
大
な
キ
ン

ザ
ー
跡
地
が
広
が
る
。

　

こ
の
キ
ン
ザ
ー
跡
地
と
西

海
岸
開
発
予
定
地
は
、
他
に

類
を
見
な
い
程
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
い
土
地
で
あ

り
、
浦
添
の
み
な
ら
ず
沖
縄

の
、
い
や
、
日
本
の
宝
だ
と

も
言
え
る
。
ワ
ク
ワ
ク
せ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、
私
た
ち
浦
添
市
民
は

そ
の
宝
物
の
存
在
と
そ
の
価

値
に
つ
い
て
再
認
識
し
た
い

と
思
う
。

　

沖
縄
の
未
来
は
私
た
ち
浦

添
市
民
が
握
っ
て
い
る
。
そ

う
思
い
ま
せ
ん
か
、
皆
さ

ん
。

▲大平付近の同じ場所：現在（左）とバルブボックスのある 1970年ごろ（中）、パイプラインの由来となった送油管（1950年代か）（右）
出典：（右）『牧港字誌』浦添市牧港自治会
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ジェレミー・エックスタインJeremy Eckstein2015年8月から国際交流員として、
浦添市役所国際交流課に配置される。米国フィラデルフィア出身原文・和訳：ジェレミー・エックスタイン

●日頃の子どもの写真を郵送または画像データをメールで毎月月末までに送付してください。
　窓口へ直接提出も可。集合写真は不可。
※被写体の子どもの氏名（ふりがな）・年齢（０か月,１歳など）・居住地区（安波茶・伊祖など）
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皆さん、こんにちは！5月14日は母の日ですね。私は、母の日が近づく
とお母さんに会いたくなるのですが、皆さんはどうでしょうか？実は、ア
メリカの母の日は日本の母の日ととてもよく似ています。他の国の母の
日はどうでしょうか？今月は世界中の「母の日」を紹介したいと思います。

まず初めに、母の日の由来を少し説明したいと思います。「母の日」は、
1905年アメリカ人のアンナ・ジャービスの母親が亡くなった2年後、彼
女が母親のために行った慰霊式がその始まりだと言われます。ジャービ
スが母親に感謝するために作った母の日が急速に広まり、1914年に母の
日の記念日が５月の第２日曜日と定められ、全国規模の休日として認め
られました。また、母の日のプレゼントとして花をあげる習慣もジャービ
スが始めました。

1915年に、アメリカから伝わってきた母の日のお祝いが日本のキリス
ト教会で初めて行われたため、日本の母の日はアメリカの母の日にとて
も似ています。また、イタリアやフィンランド等の国でも５月の第２日曜日
が母の日です。

違う日に母の日をお祝いする国もあります。たとえば、韓国は「父母
の日」が５月８日で、父の日と母の日を一緒にお祝いします。インドでは
「母の日」が１日で終わる祝日ではなく、10月に行われる「ドゥルジャ・
プジャ」という祭りになっています。「ドゥルジャ・プジャ」は、ユニバーサ
ル・マザーと呼ばれる守り神である「ドゥルジャ」にちなんで名付けられ
た10日間の祭りです。アフリカのエチオピアでも、母に捧げる祭りを行
います。秋の上旬に、エチオピアの梅雨が終わる頃に「アントロシト」と
いう祭りが開催されます！アントロシトという３日間の祭りでは、男子が
狩った肉と女子が採り入れた野菜を家族で食べ、英雄の先祖の話を交わ
します。

皆さんは、今までの母の日をどのように過ごしましたか？アメリカや日
本で生まれ育った方は、花、お菓子、カードをあげたり、お母さんと一緒
に過ごしたりしたかもしれません。アメリカや日本の「母の日」はたった
1日なのですが、母親に感謝する気持ちを伝えるチャンスはこの日以外に
もあるので、毎日何かとお母さんに「ありがとう」という気持ちを伝える
ように心掛けましょう！

Hello everyone! This year, Mother’s Day falls on May 14th. Now, I 
don’t know about you guys, but whenever Mother’s Day starts to get 
close, I always start missing my mom! Mother’s Day in America is not 
so diff erent from Mother’s Day in Japan… but what about other places 
around the world? This month, I would like to introduce to you some 
of the ways that Mother’s Day is celebrated throughout the world.
First though, I’d like to tell you about the origins of Mother’s Day. It 

is held that the fi rst ever Mother’s Day was celebrated in 1905 when 
American Ana Jarvis wanted to hold a ceremony in honor of her 
mother who she lost 2 years prior. Jarvis’ Mother’s Day quickly spread, 
and in 1914 the second Sunday in May was designated offi  cially as the 
national holiday of Mother’s Day in America. The tradition of giving 
fl owers as a gift on Mother’s Day also began with Jarvis.
In 1915, the fi rst Japanese Mother’s Day was celebrated in a church 

- Mother’s Day had spread all the way from America to Japan! This is 
why Japan’s Mother’s Day is so similar to Americas, and why both are 
celebrated on the second Sunday of May. Actually, countries like Italy 
and Finland celebrate their Mother’s Day on the second Sunday in May 
as well.
But there are also countries that celebrate Mother’s Day on a 

diff erent day. For example, South Korea’s “Mother/Father’s Day” is 
celebrated on May 8th each year, and encompasses both Mother’s Day 
and Father’s Day. In India, Mother’s “Day” isn’t actually just one day, 
but rather takes the form of the 10-day-long “Durga Puja Festival” 
celebrated in October. The festival gets its name from the goddess, 
Durga who is also known as the Universal Mother. In Africa, Ethiopia’s 
Mother’s Day also takes the form of a festival celebration. At the 
beginning of the fall season, when Ethiopia’s rainy season comes to a 
close, the Antrosht Festival begins! During the 3-day-long festival, 
families enjoy a feast comprised of meat hunted by the men and 
vegetables harvested by the women over stories of family heroes. 
So, how have all of you celebrated Mother’s Day in the past? If you 

were born and raised in America and Japan, you’ve probably celebrated 
by giving your mom fl owers, sweets and cards and spending the day 
with her. In Japan and America, Mother’s Day is only one day, but that 
doesn’t mean that you have to limit celebrating how great your mom is 
to just that one day! Let’s do our best every day to expressing our 
feelings of gratitude for our moms!

世界中の母の日 Motherʼs Day throughout the World

友
とも
利
り
 耕
こう
成
せい
ちゃん（0歳） 牧港在

大好き
なお外

～♥

市
いちもり
森 ふあちゃん（0歳） 伊祖在

すくす
く育っ

てね♥

佐
さ
久
く
田
だ
 夢
ゆめ
花
か
ちゃん（1歳）屋富祖在

1歳に
なった

よ★
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施設情報ち ど どむ ん ん
■
﹁
自
分
を
楽
し
む
こ
と
。
そ
れ

が
1
番
‼
﹂
自
己
尊
重
に
つ
い
て

学
ぶ
講
座

日
時　

５
月
17
日
（
水
）
午
後
７

時
～
午
後
８
時
30
分

場
所　

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー

費
用　

無
料

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

５
月
10
日
（
水
）
ま
で
。

講
師　

新
垣　

栄
氏
（
メ
ン
ズ
リ

ブ
沖
縄
）

そ
の
他　

託
児
（
市
内
在
住
・
在

勤
者
の
み
、
要
予
約
）
手
話
通
訳

有
り

■
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民

企
画
講
座
募
集

内
容　

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る
市
民
企
画
講
座
を
開
催
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み　

５
月
８
日
（
月
）
～

11
月
30
日
（
木
）

浦
添
市
消
防
本
部

☎（
８
７
５
）０
１
０
５

■
救
急
法
講
習
会
（
普
通
Ⅰ
）

﹁
助
け
た
い　

思
い
を
ワ
ザ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

救
急
法
﹂

内
容　

成
人
に
行
う
心
肺
蘇
生
法
、
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
止
血
法
、
異

物
除
去
な
ど
。

日
時　

５
月
20
日
（
土
）
午
後
１

時
～
午
後
４
時

場
所　

消
防
本
部
2
階
講
堂

定
員　

30
人
（
浦
添
市
在
住
・
在

勤
の
人
優
先
）
　

費
用　

無
料

受
付
期
間　

５
月
19
日
（
金
）
ま
で
。

（
受
付
時
間
は
土
・
日
・
祝
日
除
く

午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時
）

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
８
７
５
）２
１
０
０

■
ベ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
（
離
乳
食
教

室
）

内
容　

離
乳
食
に
つ
い
て
の
講
話
・

実
演
・
試
食
（
保
護
者
の
み
）

日
時　

５
月
19
日
（
金
）
午
後
１

時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
で
４
～
８
か
月

の
乳
児
を
持
つ
保
護
者

申
し
込
み　

５
月
16
日
（
火
）
ま
で
。

■
乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

【
乳
児
健
診
】

日
程　

５
月
７
日（
日
）、28
日（
日
）

受
付
時
間　

▼
前
期
（
３
～
４
ヵ

月
児
）
午
後
12
時
30
分
～
午
後
３

時　

▼
後
期
（
９
～
10
ヵ
月
児
）

午
前
８
時
30
分
～
午
前
11
時

【
１
歳
６
か
月
児
健
診
】

日
程　

５
月
11
日
、
18
日
、
25
日

（
木
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
15
分
～
午

後
２
時
15
分　

【
３
歳
児
健
診
】

日
程　

５
月
10
日
、
17
日
、
24
日

（
水
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
15
分
～
午

後
２
時
15
分 

■
２
歳
児
歯
科
健
診
事
業

○
歯
の
診
察

○
フ
ッ
素
塗
布

○
歯
磨
き
の
仕
方
・
保
健
指
導

対
象　

２
歳
～
３
歳
未
満
（
３
歳

の
誕
生
日
前
日
ま
で
）
の
子

場
所　

市
と
契
約
し
て
い
る
歯
科

医
療
機
関
（
通
知
書
に
リ
ス
ト
を

同
封
し
て
い
ま
す
）

費
用　

自
己
負
担
額
無
料
（
公
費

負
担
）

■
は
し
か
・
風
し
ん
〝
０
〟
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
週
間

５
月
14
日
（
日
）
～
20
日
（
土
）

を
は
し
か
・
風
し
ん
〝
０
〟
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
週
間
と
し
、
正
し
い
知

識
の
普
及
啓
発
や
予
防
接
種
の
推

進
を
し
て
い
ま
す
。

■
総
合
健
診
ス
タ
ー
ト

　

総
合
健
診
が
５
月
１
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

内
容　

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
・

歯
周
疾
患
検
診
・
生
活
保
護
一
般

健
診
・
長
寿
健
診

受
診
方
法　

集
団
健
診
（
保
健
相

談
セ
ン
タ
ー
）・
個
別
健
診
（
市
内

外
医
療
機
関
）

集団健診日程（一部抜粋）

７月  ８（土）　９（日）

８月 12（土）　13（日）

９月 23（土）

10月 14（土）

11月  ４（土）

集団健診は事前予約制です。申し込み
期間などについては、問い合わせください。

※
受
診
の
際
に
は
必
ず
受
診
券
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

内
容　

保
健
師
等
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
対
応
し
ま
す
。

日
時　

毎
週
水
・
金
曜
日
午
前
10

時
～
正
午
（
祝
日
除
く
）

場
所　

市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
人

費
用　

無
料

申
し
込
み　

予
約
制　

健
康
づ
く

り
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

浦
添
市
美
術
館

☎（
８
７
９
）３
２
１
９

開
館
時
間
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）※
金
曜

日
は
午
後
７
時
ま
で（
入
館
は
午
後
６
時

30
分
ま
で
）

■
常
設
展

平
成
29
年
度
第
１
期
常
設
展

﹁
技
あ
り
！
琉
球
漆
器

　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

－

２
﹂

期
間　

４
月
29
日
（
土
）
～
9
月

10
日
（
日
）

観
覧
料　

一
般
２
０
０
円　

シ
ル

バ
ー
65
歳
以
上
１
６
０
円　

大
学

生
１
３
０
円

■
企
画
展

平
成
28
年
度
新
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
・

葛
飾
北
斎
琉
球
八
景
展

期
間　

４
月
29
日
（
土
）
～
５
月

14
日
（
日
）

観
覧
料　

一
般
２
０
０
円　

シ
ル

バ
ー
65
歳
以
上
１
６
０
円　

大
学

生
１
３
０
円
。
※
常
設
展
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

■
浦
添
八
景
展

期
間　

４
月
29
日
（
土
）
～
５
月

14
日
（
日
）

観
覧
料　

無
料

さんかくデータ⑥
今月の

男女共同参画って何？
これは、「男女共同参画社会」という言葉を知って
いたかという質問で、「内容もよく知っていた」「内

容を少し知っていた」と答えた人の割合（平成28年度浦添市男女
共同参画に関する意識調査）です。
「男女共同参画社会」とは、男女が性別にかかわりなく、対等な個
人として尊重され、あらゆる場で個性と能力を十分に発揮でき、豊
かで活力のある生活を送れる社会のことです。
市では「“あなた”と“わたし”が認め合い　支

え合う　“自分らしく”輝くまち」を基本理念に、
男女共同参画社会の実現を目指しています。

36.5％

【問い合わせ】
男女共同参画推進ハーモニーセンター
☎（874）5711

HPアドレス　http://www.city.urasoe.lg.jp/soshiki_docs/introduction/hamonicenter/
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児童センター
Information

午前10時
～午後６時

※夜間開放もしています。
※行事などの詳細について

は直接各児童センターへ
問い合わせください。

保育課 わんぱく係
（内線：3624）

開 館 日

開館時間

月～土曜日

■
実
習
教
室
・
浦
添
市
美
術
館
友

の
会
サ
ー
ク
ル
作
品
展

期
間　

５
月
18
日
（
木
）
～
28
日

（
日
）

観
覧
料　

無
料

浦
添
市
立
中
央
公
民
館

☎（
８
７
９
）５
５
０
３

※
全
講
座
手
話
通
訳
有
り

※
申
込
方
法 

電
話・F
A
X・窓
口・メ
ー
ル

■
平
和
講
座
～
映
画
﹁
ハ
ク
ソ
ー
・

リ
ッ
ジ
﹂
か
ら
見
る
浦
添
・
前
田

高
地
の
戦
い
～

内
容　

６
月
に
公
開
予
定
の
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
受
賞
作
﹃
ハ
ク
ソ
ー
・

リ
ッ
ジ
﹄
の
舞
台
と
な
っ
た
前
田

高
地
の
戦
い
を
浦
添
市
史
や
体
験

者
の
証
言
等
か
ら
紐
解
き
、
浦
添

の
戦
争
に
つ
い
て
学
び
、
平
和
を

考
え
る
。

日
時　

6
月
16
日
（
金
）
午
後
７

時
～
午
後
９
時

講
師　

親
富
祖　

政
昇 

氏
（
う
ら

お
そ
い
歴
史
ガ
イ
ド
友
の
会
）

場
所　

中
央
公
民
館
第
1
研
修
室 

定
員　

40
人

費
用　

無
料　

受
付
期
間　

5
月
10
日
（
水
）
～

6
月
15
日
（
木
）
ま
で
。（
市
内
在

住
・
在
勤
の
人
を
優
先
）

■
は
じ
め
よ
う 

パ
ソ
コ
ン

内
容　

マ
ウ
ス
操
作
や
文
字
入
力

等
の
基
本
操
作
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
方
法
等
を
学
び
ま
す
。

日
時　

6
月
7
・
14
・
21
・
28
・

7
月
5
・
12
日
の
毎
週
水
曜
日
（
全

6
回
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

中
央
公
民
館 

パ
ソ
コ
ン
室　

定
員　

15
人
（
市
内
在
住
・
在
勤

の
人
）

費
用　

無
料

受
付
期
間　

5
月
16
日
（
火
）
～

23
日
（
火
）
ま
で
。（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

抽
選
日　

5
月
24
日
（
水
）
午
前

10
時　

※
時
間
厳
守

抽
選
場
所　

中
央
公
民
館 

第
２
研

修
室浦

添
市
立
図
書
館

☎（
８
７
６
）４
９
４
６

休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、３
日（
水・憲
法
記

念
日
）、４
日（
木・み
ど
り
の
日
）、31
日（
水・

資
料
整
理
日
）

■
平
成
29
年
度
沖
縄
学
講
座
﹁
お

き
な
わ
文
学
発
見
！
﹂（
全
3
回
）

第
1
回
「
沖
縄
近
現
代
文
学
入
門
」

日
時　

６
月
３
日
（
土
）
午
前
10

時
～
正
午

講
師　

我
部　

聖
氏
（
沖
縄
大
学

法
経
学
部
法
経
学
科
講
師
）

第
２
回
「
山
之
口
貘
の
人
と
作
品
」

講
師　

高
良 

勉
氏
（
詩
人
、
批
評

家
、
沖
縄
大
学
客
員
教
授
）

日
時　

６
月
10
日
（
土
）
午
前
10

時
～
正
午

第
３
回　

又
吉
栄
喜
文
庫
開
設
記

念
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
「
す
べ
て
は
浦

添
か
ら
は
じ
ま
っ
た

−

又
吉
栄
喜

文
学
の
原
点
を
さ
ぐ
る

−

」

日
時　

９
月
30
日
（
土
）
午
前
10

時
～
正
午

※
文
庫
開
設
記
念
式
典
お
よ
び
関

連
展
示
あ
り
。

講
師　

又
吉 

栄
喜
氏
（
小
説
家
）

聞
き
手　

佐
藤 

モ
ニ
カ
氏
（
歌
人
、

小
説
家
）

場
所　

全
講
座
、
２
階
視
聴
覚
室

定
員　

各
回
50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
、
カ
ウ
ン
タ
ー
、

と
し
ょ
ま
る
に
て
受
付
。
３
講
座

同
時
申
込
可
、
５
月
２
日
よ
り
受

付
開
始
。

※
全
講
座
、
手
話
通
訳
有
り

■
や
さ
し
い
本
か
ら
読
み
始
め
る

英
語
多
読

日
時　

５
月
７
日
（
日
）、
６
月
４

日
（
日
）
午
前
11
時
～
正
午
（
５

月
７
日
は
10
時
か
ら
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
開
始
）

定
員　

20
人　

英
語
学
習
に
興
味

の
あ
る
人
（
中
学
生
く
ら
い
の
英

語
力
の
あ
る
人
。
先
着
順
）

講
師　

新
川
智
清
氏
（
元
沖
縄
工

業
高
等
専
門
学
校
教
授
）

■
ア
メ
リ
カ
留
学
説
明
会
（
在
沖

縄
米
国
総
領
事
館
職
員
に
よ
る
説

明
）

日
時　

５
月
７
日
（
日
）、
６
月
４

日
（
日
）
正
午
～
午
後
１
時

定
員　

10
人
（
ア
メ
リ
カ
留
学
に

関
心
の
あ
る
人
。
要
申
し
込
み
）

■
お
は
な
し
の
た
か
ら
箱

内
容　

ユ
ッ
カ
ヌ
ヒ
ー
・
ハ
ー
リ
ー

の
は
な
し

日
時　

５
月
13
日
（
土
）
午
前
11

時
30
分
～
正
午

対
象　

４
歳
以
上

そ
の
他　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
「
浦
添
・
沖
縄
の
民
話
」

の
語
り
聞
か
せ
等

■
ア
メ
リ
カ
情
報
コ
ー
ナ
ー
映
画

会日
時　

５
月
14
日
（
日
）
　

ど
な
た

で
も
参
加
可

そ
の
他　

英
語
音
声
・
日
本
語
字

幕
付
き

①
ア
メ
リ
カ
シ
ネ
マ
上
映
会﹃The 

Karate Kid, Part2

﹄
　

午
前
10

時
～
（
1
1
3
分
）

②
キ
ッ
ズ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
上
映

会
﹃PO

C
A
H
O
N
TA
S

﹄
　

午
後

２
時
～
（
81
分
）

■
に
こ
に
こ
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し

会内
容　

絵
本
と
手
遊
び
を
中
心
と

し
た
お
は
な
し
会

日
時　

５
月
21
日
（
日
）
午
前
11

時
30
分
～
正
午　

定
員　

10
組
（
０
～
２
歳
児
と
そ

の
保
護
者
先
着
順
・
要
申
し
込
み
）

申
し
込
み　

電
話
・
カ
ウ
ン
タ
ー

で
受
付
。
５
月
２
日
（
火
）
～
５

月
20
日
（
土
）

浦
添
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎（
８
６
１
）３
１
９
６

※
講
座
の
受
付
は
、５
月
２
日（
火
）午
前
９

時
か
ら

休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、３
日（
水
）憲
法
記
念

日
、４
日（
み
ど
り
の
日
）、５
日（
子
ど
も
の
日
）

■
母
の
日
に
お
す
す
め
！
エ
コ
な

薬
膳
料
理
﹁
サ
ク
ナ
入
り
参
鶏
湯

（
サ
ム
ゲ
タ
ン
）
作
り
﹂

日
時　

５
月
13
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
１
時

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
・
保

険
費
用
含
む
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

定
員　

10
人

■
布
の
リ
フ
ォ
ー
ム
﹁
足
に
や
さ

し
い
ぞ
う
り
作
り
﹂

日
時　

５
月
21
日
（
日
）
正
午
～

午
後
４
時

費
用　

３
６
０
円
（
材
料
費
・
保

険
料
含
む
）

持
ち
物　

ハ
サ
ミ
・
古
Ｔ
シ
ャ
ツ

４
～
５
枚

定
員　

10
人

■
苔
玉
ミ
ニ
盆
栽

日
時　

５
月
27
日
（
土
）
午
後
２

時
～
４
時

参
加
費　

１
︐０
６
０
円（
材
料
費・

保
険
料
含
む
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
手
袋
・
手

拭
き

定
員　

10
人



沖
縄
の
子
育
て
を
も
っ
と
楽
し
く
！
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
未
就
学
児
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
を
対
象
に
し
た
子
育
て
情
報
誌
『
た
い

よ
う
の
え
く
ぼ
』。
マ
マ
目
線
の
子
育
て
情
報

が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
沖
縄
発
の
子
育

て
情
報
誌
は
、
子
育
て
中
の
マ
マ
や
そ
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
共
感
を
呼
ぶ
一
冊
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

発
行
を
手
掛
け
る
の
は
、
浦
添
市
に
事
務
局

を
置
く
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
い
よ
う
の
え
く
ぼ
」。

子
育
て
中
の
マ
マ
た
ち
が
、
企
画
か
ら
取
材
、

編
集
、
表
紙
写
真
の
子
ど
も
服
の
デ
ザ
イ
ン
や

制
作
も
す
べ
て
手
作
り
で
こ
な
し
、
で
き
あ

が
っ
た
誌
面
の
仕
分
け
か
ら
配
送
も
自
分
た

ち
で
行
う
な
ど
勢
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

法
人
の
理
事
長
を
務
め
る
の
は
、
保
志
門
る

り
江
さ
ん
（
43
）。
た
い
よ
う
の
え
く
ぼ
結
成

時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
自
身
も
2
児

の
子
育
て
に
奮
闘
中
の
子
育
て
マ
マ
で
す
。

　

保
志
門
さ
ん
は
20
代
前
半
か
ら
6
年
間
、
県

外
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し

た
が
、
結
婚
と
第
1
子
の
妊
娠
を
機
に
沖
縄

に
戻
り
ま
す
。
そ
の
時
苦
労
し
た
こ
と
が
一

つ
だ
け
あ
る
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
は
子
育
て

に
関
す
る
情
報
を
ど
こ
か
ら
得
た
ら
い
い
の

か
分
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

「
近
く
に
協
力
し
て
く
れ
る
人
が
い
て
も
子
育

て
は
大
変
。
ま
し
て
や
子
育
て
に
協
力
し
て

く
れ
る
人
が
い
な
か
っ
た
ら
も
っ
と
苦
し
い

と
思
う
。
そ
ん
な
状
況
の
中
で
情
報
を
探
し

に
行
く
余
裕
は
無
く
、
情
報
集
め
に
は
と
て

も
苦
労
し
ま
し
た
」
と
保
志
門
さ
ん
は
振
り

返
り
ま
す
。

　

そ
の
経
験
か
ら
子
育
て
の
大
変
さ
を
み
ん
な

で
共
有
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
保
志
門
さ
ん

は
、第
2
子
を
妊
娠
し
産
休
に
入
っ
た
時
期
に
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
子
育
て
掲
示
板
で
「
子
育
て
情
報
誌

を
作
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
呼
び
か
け
を
た

ま
た
ま
目
に
し
ま
す
。

「
こ
れ
だ
っ
た
ら
自
分
が
得
意
な
こ
と
を
生
か

し
て
、微
力
な
が
ら
子
育
て
の
応
援
が
で
き
る
。

子
育
て
情
報
を
知
る
き
っ
か
け
が
で
き
た
ら
、

き
っ
と
み
ん
な
う
れ
し
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま

し
た
」
と
、
呼
び
か
け
に
賛
同
し
08
年
、
想
い

を
同
じ
く
し
て
集
ま
っ
た
10
人
の
子
育
て
マ
マ

た
ち
で
「
た
い
よ
う
の
え
く
ぼ
」
を
結
成
し
ま

す
。

　

結
成
か
ら
し
ば
ら
く
は
決
ま
っ
た
活
動
拠
点

も
無
く
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
や
り
取
り
が
主
で
あ
る

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
活
動
を
楽
し
み
な
が

ら
継
続
的
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
、
保
志

門
さ
ん
は
実
家
の
一
部
に
事
務
局
を
置
き
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
化
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ね
ら
い
ど
お
り
に
、
事
務
局
を
お
い
て

か
ら
と
い
う
も
の
活
気
と
笑
顔
に
溢
れ
ま
す
。

「
誌
面
の
企
画
を
決
め
る
週
１
、２
回
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
、
マ
マ
た
ち
が
楽
し
く
お
喋
り
す

る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
遊
び
か
ら
社
会
的
な

課
題
ま
で
何
気
な
い
話
の
中
か
ら
掲
載
内
容
が

決
ま
り
ま
す
。
女
性
は
喋
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス

を
発
散
す
る
ん
で
す
よ
。
み
ん
な
生
き
生
き
と

し
て
輝
い
て
い
ま
す
」
と
保
志
門
さ
ん
は
笑
顔

を
見
せ
ま
す
。

活
動
を
続
け
て
行
く
中
で
、
活
動
の
主
旨
に
賛

同
す
る
人
や
企
業
も
増
え
、
今
で
は
メ
ン
バ
ー

も
29
人
に
増
え
ま
し
た
。
創
刊
時
５
，
０
０
０

部
だ
っ
た
発
行
部
数
は
現
在
２
１
，
０
０
０
部

を
発
行
す
る
ま
で
に
成
長
。

　

「
た
い
よ
う
の
え
く
ぼ
」
は
結
成
か
ら
9
年

を
迎
え
た
今
年
、
そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
子

育
て
支
援
活
動
を
頑
張
っ
た
団
体
に
贈
ら
れ
る

「
ス
ミ
セ
イ
未
来
大
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
」

に
輝
き
ま
す
。

「
た
い
よ
う
の
え
く
ぼ
が
子
育
て
情
報
を
得
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
活
動
し
て

ま
し
た
。
私
た
ち
の
活
動
が
こ
の
よ
う
な
形
で

認
め
ら
れ
た
の
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
一

緒
に
活
動
し
て
き
た
マ
マ
た
ち
や
そ
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
、
活
動
を
支
え
て
く
れ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
の

皆
さ
ん
へ
の
恩
返
し
に
も
な
り
ま
し
た
。」
と

保
志
門
さ
ん
は
感
謝
を
表
し
ま
す
。

「『
た
い
よ
う
の
え
く
ぼ
』
が
あ
っ
て
良
か
っ
た

と
い
う
声
を
多
く
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
声
に
応

え
、
長
く
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
の
が
私

の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
若
い
マ
マ
た
ち

に
も
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、
こ
れ
か

ら
も
子
育
て
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
よ
う
な
活

動
や
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
そ
う
思
い
を
語
る
保
志
門
さ
ん
の
顔
は
優

し
く
温
か
い
笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

「
た
い
よ
う
の
え
く
ぼ
」
は
こ
れ
か
ら
も
子
育

て
マ
マ
や
家
族
を
応
援
し
、
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
で
豊
か
に
育
つ
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
み

ん
な
で
創
る
こ
と
を
目
指
し
沖
縄
を
照
ら
し
続

け
ま
す
。

輝く人たち
子育てが今よりもっと楽しく
みんなを優しく照らす一冊『たいようのえくぼ』 受賞 スミセイ未来大賞・

文部科学大臣賞

広報2017 年５月１日 12



保
ほ

志
し

門
か ど

 るり江 さん（43歳）
「NPO法人たいようのえくぼ」の理事
長であり、沖縄写真デザイン工芸学校・
写真デザイン科講師を務める。沖縄県立
芸術大学デザイン専攻。卒業後上京し、
デザイン会社で多くのデザインを手掛け
る。子育てのプレ体験として学生と子育
て世代をつなぐなど、固定観念にとらわ
れない大らかな姿勢で子育てを応援する
活動に尽力。

（上）仕分け作業の場も笑顔にあふれます。（左下）天真らんまんな子どもたち
（右下）事務局のお仕事風景

たいようのえくぼ賛助会員募集中！
たいようのえくぼの活動理念にご賛同いただき、
支援してくださる、個人・企業・団体を募集しております。

※詳細はホームページを確認ください。

個人（一口）2,000 円
企業・団体（一口）10,000 円年会費

たいようのえくぼを
もっと知りたいと思ったら

ホームページ フェイスブック
ページ

2017 年５月１日広報13
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市
か
ら
の

お
知
ら
せ

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
赤
十
字
の
活
動
に
ご
支
援
を

福
祉
総
務
課（
内
線
３
５
７
２
）

　

赤
十
字
活
動
へ
の
支
援
金
を
募

集
し
ま
す
。
集
め
ら
れ
た
支
援
金

は
、
世
界
各
地
で
救
護
を
必
要
と

し
て
い
る
人
々
へ
の
支
援
の
た
め

の
活
動
資
金
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　

市
内
各
自
治
会
役
員
や
赤
十
字

奉
仕
団
員
が
各
家
庭
や
事
務
所
を

訪
問
し
て
い
ま
す
の
で
、
赤
十
字

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て

環
境
保
全
課（
内
線
３
２
１
２
）

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

ご
み
は
食
品
ロ
ス
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
農
林
水
産
省
に
よ
る

と
、
日
本
の
食
品
ロ
ス
は
年
間

約
６
３
２
万
ト
ン
（
平
成
25
年
）

も
発
生
し
て
お
り
、
世
界
全
体
の

食
糧
援
助
量
（
年
間
約
３
２
０
万

ト
ン
）
の
約
２
倍
に
匹
敵
し
ま
す
。

食
品
ロ
ス
削
減
は
ご
み
量
削
減
だ

け
で
な
く
、
今
ま
で
捨
て
て
い
た

食
料
に
新
た
な
使
い
道
を
付
与
す

る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
は

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

１
．
食
材
を
「
買
い
す
ぎ
ず
」「
使

い
切
る
」「
食
べ
き
る
」

２
．
残
っ
た
食
材
は
別
の
料
理
に

活
用
す
る
。

３
．
期
限
の
違
い
を
理
解
す
る
。

・「
消
費
期
限
」
＝
食
べ
て
も
安
全

な
期
限

・「
賞
味
期
限
」
＝
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
期
限

４
．
外
食
時
の
食
べ
残
し
を
防
ぐ
。

　

一
般
家
庭
に
お
い
て
は
過
剰
除

去
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ど
う

し
て
も
発
生
し
て
し
ま
う
生
ご
み

は
堆
肥
化
も
検
討
く
だ
さ
い
。
市

で
は
生
ご
み
処
理
機
器
に
対
す
る

補
助
金
も
あ
り
ま
す
。

■
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料

徴
収
指
定
店
の
指
定
に
つ
い
て

環
境
保
全
課（
内
線
３
２
１
２
）

　

浦
添
市
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数

料
徴
収
事
務
委
託
に
関
す
る
規
程

に
基
づ
き
、
次
の
３
者
が
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

株
式
会
社 

ジ
ー
マ
ッ
ク
ス

☎
（
８
７
５
）
３
７
７
７

有
限
会
社 

協
栄
商
事

☎
（
８
７
７
）
１
１
８
２

株
式
会
社 

タ
カ
ダ

☎
（
８
７
５
）
３
１
２
１

【
指
定
期
間
】

平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成
31
年

３
月
31
日
（
２
年
）

■
は
じ
め
よ
う
！
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン　

～
今
年
の
夏

は
涼
し
く
過
ご
し
て
、楽
し

く
節
電
～

環
境
保
全
課（
内
線
３
２
２
１
）

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は

　

建
物
の
壁
面
や
窓
等
を
、
つ
る

状
の
植
物
で
覆
う
よ
う
に
育
て
て

作
る
「
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
植

物
の
カ
ー
テ
ン
」
で
す
。

そ
の
効
果
は

① 

建
物
へ
降
り
注
ぐ
日
差
し
を
吸

収
し
室
温
上
昇
を
和
ら
げ
ま
す
。

②
蒸
散
作
用
で
涼
し
く
な
り
ま
す
。

③
エ
ア
コ
ン
の
使
用
が
抑
え
ら
れ
、

省
エ
ネ
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

日差しを吸収

　

皆
さ
ん
も
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
を
育
て
て
、
や
さ
し
い
日
差
し

の
も
と
で
エ
コ
ラ
イ
フ
を
満
喫
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
平
成
29
年
度
浦
添
市
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

建
築
営
繕
課

（
内
線
４
６
２
１・４
６
２
２・４
６
２
３
）

　

浦
添
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
事
業
と
は
、
住
宅
の
質
の
向

上
、
経
済
の
活
性
化
な
ら
び
に
雇

用
の
安
定
お
よ
び
確
保
を
図
る
た

め
、
自
己
の
居
住
す
る
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
市
民
に
対

し
、補
助
金
を
交
付
す
る
事
業
で
す
。

補
助
対
象
者

　

次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た

す
人
と
な
り
ま
す
。

①
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
人
で
、
現
に
本
市
に

居
住
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
介
護
保
険
法
に
よ
る
居
宅
介
護

平成29年度狂犬病予防集合注射日程表
実施日 注射会場 実施時間 会場住所

５月１４日(日)

城間公民館 午前 9:00 ～ 午前 9:30 城間1-9-1
港川公民館 午前10:00 ～ 午前 10:20 字港川326
上野自治会集会場 午前10:50 ～ 午前 11:10 牧港5-19-2
牧港ハイツ自治会集会所 午前11:40 ～ 午後 12:00 牧港3-17-13
伊祖公民館 午後 1:00 ～ 午後 1:40 伊祖3-35-6
牧港緑地 午後 2:00 ～ 午後 2:30 港川1-34入口付近
牧港公民館 午後 2:50 ～ 午後 4:00 牧港1-4-6

5 月28日(日)

経塚公民館 午前 9:00 ～ 午前 9:40 経塚1-17-1
グリーンハイツ公民館 午前10:00 ～ 午前 10:30 字前田862-219
前田自治会館 午前10:50 ～ 午前 11:40 前田1-28-7
西原公民館 午後 1:00 ～ 午後 1:40 西原4-11-8
浦西公民館 午後 2:00 ～ 午後 3:00 西原6-22-1
当山公民館 午後 3:20 ～ 午後 4:00 当山2-37-6

6 月 4 日(日)

沢岻公民館 午前 9:00 ～ 午前 9:50 沢岻1-31-1
大平公民館 午前10:10 ～ 午前 10:30 大平1-15-5
大宮公園 午前10:50 ～ 午前 11:10 宮城4-2
宮城公民館 午前11:30 ～ 午前 11:50 宮城2-22-3
内間公民館 午後 1:00 ～ 午後 1:50 内間3-15-1
勢理客公民館 午後 2:10 ～ 午後 3:00 勢理客2-19-20
仲西公民館 午後 3:20 ～ 午後 4:00 仲西1-3-11

6 月11日(日) 市役所裏立体駐車場
午前 9:00 ～ 午前 11:50

安波茶1-1-1
午後 1:00 ～ 午後 4:00

※動物病院でも予防注射を受けることができます。

１　 １ヶ月以内にほかのワクチン接種を受けた、または体
調に不安がある場合は主治医の獣医師に相談する。

２　鑑札を首輪に付けてくる。 
３　問診票は家で記入し持参してください。 
４　必ず手綱（リード）を付け、犬を制御できる人が連れてくる。 
　（咬む恐れのある犬は必ず口輪を装着させてくる。）
５　犬を清潔にし糞尿を済ませてくる。（ビニール袋、チリ紙等も持参する。）
６　注射後２～３日は激しい運動やシャンプーはひかえる。 

環境保全課（内線3216）

【地図情報 QR コード】
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（
介
護
予
防
）
住
宅
改
修
費
の
支
給

を
受
け
て
い
な
い
（
当
該
支
給
限

度
額
を
超
え
る
工
事
を
行
う
場
合

を
除
く
）
こ
と
。

③
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

め
の
法
律
」
に
よ
る
住
宅
改
修
費

の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
（
当
該

支
給
限
度
額
を
超
え
る
工
事
を
行

う
場
合
を
除
く
）
こ
と
。

④
生
計
維
持
者
お
よ
び
住
宅
所
有

者
が
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
等

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
国
、
県
ま
た
は
本
市
の
他
の
制

度
に
よ
る
補
助
ま
た
は
扶
助
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
（
当
該
補
助
又

は
扶
助
の
対
象
外
と
な
る
工
事
を

行
う
場
合
を
除
く
）。

補
助
対
象
住
宅

　

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
は
、

市
内
の
建
築
後
１
年
を
経
過
し
て

い
る
住
宅
で
、
次
に
掲
げ
る
住
宅

と
な
り
ま
す
。

①
補
助
対
象
者
が
所
有
す
る
住
宅

②
借
家
・
共
同
住
宅
（
住
宅
の
所

有
者
が
工
事
を
承
諾
す
る
場
合
に

限
る
）

　

補
助
対
象
住
宅
に
つ
い
て
は
、

居
住
部
分
を
補
助
の
対
象
と
し
、

共
同
住
宅
の
共
用
部
分
ま
た
は
非

居
住
部
分
（
店
舗
、
事
務
所
、
車
庫
、

倉
庫
等
）
に
つ
い
て
は
、
補
助
の

対
象
と
し
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
工
事

　

総
工
事
費
が
総
額
20
万
円
（
消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
額
を

含
む
）
以
上
の
工
事
で
あ
っ
て
、

次
に
掲
げ
る
工
事
と
な
り
ま
す
。

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

②
省
エ
ネ
改
修
工
事

③
住
宅
の
耐
久
性
等
を
向
上
さ
せ

る
改
修
工
事

　

工
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
業
者
と
な

り
ま
す
。

①
本
市
に
本
社
が
あ
る
法
人 

②
本
市
に
事
務
所
を
有
し
、
か
つ

本
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
個
人

補
助
金
の
額

　

補
助
金
の
額
は
、
総
工
事
費
の

20
％
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に

千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
補
助
金
の
額
が
20

万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
20
万
円

を
限
度
と
し
ま
す
。 

申
込
期
間

　

６
月
１
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

ま
で

申
込
方
法

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
検
索

し
て
く
だ
さ
い
（
建
築
営
繕
課
、

浦
添
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
）。

■
製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

「
平
成
29
年
工
業
統
計
調

査
」へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

企
画
課

（
内
線
２
５
１
５
・
２
５
１
６
）

　

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
（
経

済
産
業
省
所
管
）
を
６
月
１
日
現

在
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ

く
国
の
基
幹
統
計
と
し
て
毎
年
実

施
さ
れ
、
我
が
国
の
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
工
業
に
関
す
る

施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
り
、
５
月

か
ら
６
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
。

　

年
度
始
め
の
お
忙
し
い
時
期
で

は
あ
り
ま
す
が
、
製
造
業
を
営
む

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
さ
れ
た
事
項
は
、

統
計
を
作
る
た
め
だ
け
に
用
い
ら

れ
、
そ
の
他
の
目
的
に
使
わ
れ
る

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
大

切
な
お
知
ら
せ

市
民
課

（
内
線
３
１
１
１
～
３
１
１
６
）

　

平
成
29
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
月
１
万
６
４
９
０
円
で
す
。

こ
ん
な
時
は
加
入
の
手
続
き
を

　

20
歳
に
な
っ
た
人
、
退
職
さ
れ
た

人
、
パ
ー
ト
な
ど
の
収
入
が
増
え
て

配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
人

保
険
料
免
除
に
つ
い
て

　

仕
事
を
退
職
し
て
収
入
が
少
な

く
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
２
年
ま
で
免
除
申
請
が
可

能
で
す
。
平
成
29
年
度
の
免
除
申

請
は
７
月
か
ら
受
付
開
始
し
ま
す
。

　

学
生
の
人
は
在
学
期
間
中
納
付

を
猶
予
で
き
ま
す
。
平
成
29
年
度

の
学
生
納
付
猶
予
の
受
付
は
４
月

か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

■
軽
自
動
車
税
納
税
通
知

書
を
発
送
し
ま
し
た
。

市
民
税
課

（
内
線
２
２
１
１
・
２
２
１
２
）

　

５
月
１
日
（
月
）
に
軽
自
動
車
税

の
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
納
期
限
は
５
月
31
日

（
水
）
で
す
。
期
限
内
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
地
域
に
よ
っ
て
は
到
着

ま
で
に
２
～
3
週
間
程
度
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
２
～
3
週
間

経
っ
て
も
納
税
通
知
書
が
届
か
な

い
場
合
は
市
民
税
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
、

減
免
制
度
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
か
ら
、
重
課
制
度
、

グ
リ
ー
ン
化
特
例
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

■
事
業
主
の
皆
様
へ
個
人

住
民
税
の
特
別
徴
収
一斉
指

定
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

市
民
税
課

（
内
線
２
２
１
３
～
２
２
１
６
）

　

平
成
29
年
度
か
ら
沖
縄
県
と
県

内
41
市
町
村
は
、
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
義
務
者
の
一
斉
指
定
を

実
施
し
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、

事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
が
所
得

税
の
源
泉
徴
収
と
同
じ
よ
う
に
、

従
業
員
（
納
税
義
務
者
）
に
代
わ
り
、

毎
月
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら

個
人
住
民
税
を
給
与
天
引
き
し
、

納
入
す
る
制
度
で
す
。
事
業
主
は

特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
、
法
人
・

個
人
を
問
わ
ず
、
全
て
の
従
業
員

に
つ
い
て
個
人
住
民
税
を
特
別
徴

収
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
別

徴
収
は
、
従
業
員
に
と
っ
て
は
毎

月
の
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
た

め
納
め
忘
れ
が
な
く
、
1
年
分
の

税
額
を
12
回
に
分
け
る
の
で
、
年

４
期
の
普
通
徴
収
と
比
較
し
て
１

回
の
納
付
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
税
と
違
い
、
事
業
所

で
の
税
額
計
算
は
不
要
で
す
。

■
お
子
さ
ん
の
発
達
で
気

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

福
祉
給
付
課　

障
が
い
者（
児
）

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
線
３
５
６
８
・
３
５
６
９
）

　

発
達
障
が
い
と
は
、
通
常
低
年

齢
に
お
い
て
発
現
す
る
脳
機
能
の

障
が
い
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
未
だ
原
因
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
周
囲
の

環
境
が
直
接
の
原
因
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
社
会
で
の
生
活
に
悩
み
、

医
療
機
関
を
受
診
す
る
ケ
ー
ス
が

み
ら
れ
ま
す
。
幼
少
時
に
適
切
な

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た

場
合
、
結
果
と
し
て
社
会
に
上
手

く
適
応
で
き
ず
、
不
安
や
無
力
感

が
増
大
し
、
ひ
き
こ
も
り
等
の
行

動
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
（
二
次
障
が
い
）。
そ
の

た
め
早
期
に
支
援
を
受
け
る
こ
と
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や
、
本
人
・
周
囲
や
家
族
が
状
況

を
理
解
し
て
、
ど
の
よ
う
に
発
達

障
が
い
と
向
き
合
っ
て
い
く
か
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な
る

人
は
〝
障
が
い
者
（
児
）
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
〟
へ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
障
が
い
者
の
自
立
を
支

援
し
ま
す
～
居
住
サ
ポ
ー

ト
事
業
～

福
祉
給
付
課（
内
線
３
５
６
３
）

　

「
ア
パ
ー
ト
を
借
り
た
い
け
ど
保

証
人
が
い
な
い
」「
物
件
探
し
や
契

約
の
と
き
に
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」

「
入
居
後
も
一
人
じ
ゃ
何
か
と
不

安
」
等
、
民
間
の
賃
貸
住
宅
へ
の

入
居
に
あ
た
っ
て
困
っ
て
い
る
障

が
い
の
あ
る
人
の
、
自
立
し
た
生

活
を
支
援
す
る
た
め
、市
で
は
「
障

が
い
者
等
居
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

①
借
家
探
し　

希
望
の
物
件
を
探

し
た
り
一
緒
に
見
学
に
行
っ
た
り

し
ま
す
。

②
家
賃
保
証　

保
証
人
が
い
な
い

人
の
た
め
の
保
証
会
社
に
よ
る
保

証
シ
ス
テ
ム
で
す
（
個
別
審
査
と

保
証
金
が
必
要
）。

③
契
約
時
、
入
居
時
の
サ
ポ
ー
ト

　

賃
貸
契
約
や
入
居
手
続
き
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

④
入
居
後
の
24
時
間
電
話
相
談

　

入
居
後
に
希
望
す
る
人
に
は
病

気
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
対

応
し
ま
す
。

　

利
用
対
象
者
は
、
障
害
者
手
帳

（
身
体
・
療
育
・
精
神
）
を
持
っ
て

い
る
人
ま
た
は
同
程
度
の
障
が
い

が
あ
る
人
で
、
引
越
し
費
用
や
家

賃
等
の
支
払
い
が
可
能
で
一
人
暮

ら
し
な
ど
の
自
立
生
活
を
希
望
し

て
い
る
人
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
の
利
用
料
は

無
料
で
す
。

【
入
居
ま
で
の
主
な
流
れ
】

①
相
談　

相
談
支
援
事
業
所
で
相

談
し
ま
す
。

②
申
請　

相
談
支
援
事
業
所
の
相

談
員
が
同
行
し
、
市
役
所
窓
口
で

申
請
し
ま
す
。

③
物
件
探
し　

株
式
会
社
レ
キ
オ

ス
に
申
し
込
み
を
し
、
物
件
を
探

し
ま
す
。

④
契
約
・
入
居　

気
に
入
っ
た
物

件
が
見
つ
か
れ
ば
契
約
し
入
居
し

ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
利
用
し
て
み
た
い

人
は
、
次
の
相
談
支
援
事
業
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ほ
る
と

☎
（
８
７
９
）
７
５
６
５

●
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｅ
ｎ

ｊ
ｏｙ

☎
（
８
７
７
）
０
５
５
２

●
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら

☎
（
８
７
９
）
６
６
４
４

●
相
談
支
援
事
業
所
ゆ
ん
た
く

平成28年度　情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況を公表します

　浦添市情報公開条例第29条および浦添市個人情報保護条例第46条の規定によ
り、平成28年度の両制度の運用状況について、公表します。
　公開制度を利用した市長等の実施機関への公開請求およびこれに対する決定等
は、「公文書公開実施機関別処理状況」の表１のとおりです。
　公文書公開請求の一部を挙げると、
・開発許可図面　許可番号平成○年○月○日第○号（一部公開）等があります。

表１　公文書公開実施機関別処理状況
（平成28年度分：平成29年３月末現在）

実施機関

請
求
件
数

決　　定 取

下

げ

未

決

定

審
査
請
求

公

開

一
部
公
開

非
公
開

請
求
拒
否

市長 90 31 47 0 7 5 0 0
議会 2 1 1 0 0 0 0 0
教育委員会 13 6 7 0 0 0 0 0
選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0 0
固定資産評価審査委員会 0 0 0 0 0 0 0 0
監査委員 0 0 0 0 0 0 0 0
消防長 4 2 1 0 1 0 0 0
土地開発公社 2 1 0 0 0 1 0 0

合　　計 111 41 56 0 8 6 0 0

　個人情報保護制度を利用した市長等への実施機関への開示請求およびこれに対
する決定等は、「個人情報開示等実施機関別処理状況」の表２のとおりです。
　自己情報開示請求の一部を挙げると、
・平成○年○月○日午後○時○分頃の私の救急活動記録（全部開示）等があります。

表2　個人情報開示等実施機関別処理状況
（平成28年度分：平成29年３月末現在）

実施機関

請
求
件
数

決　　定 訂
正
請
求

消
去
請
求

停
止
請
求

取

下

げ

未

決

定

審
査
請
求

開

示

一
部
開
示

不
開
示

請
求
拒
否

市長 20 14 2 0 4 0 0 0 0 0 0
教育委員会 8 5 1 0 2 0 0 0 0 0 0
消防長 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0
土地開発公社 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　計 31 22 3 0 6 0 0 0 0 0 0

浦添市市政情報センター（市役所８階　総務部総務課内）（内線２０１６、２０１８）
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☎
（
８
７
０
）
４
７
８
９

■
未
来
へ
翔
た
く
太
陽
っ
子

育
成
事
業（
県
外
派
遣
費
補

助
）に
つ
い
て

教
育
総
務
課（
内
線
６
０
１
６
）

　

市
立
小
中
学
校
に
在
籍
、
ま
た

は
市
内
に
在
住
す
る
児
童
・
生
徒

が
、
沖
縄
県
を
代
表
し
て
、
県
外

等
に
派
遣
さ
れ
る
際
の
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。
大
会
出
発
後

に
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。
大

会
出
発
の
10
日
前
ま
で
に
申
し
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。

■
学
校
施
設
等
職
員
駐
車

使
用
料
の
収
納
事
務
に
関

す
る
契
約
業
者
に
つ
い
て

教
育
総
務
課（
内
線
６
０
１
３
）

　

み
だ
し
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次

の
業
者
と
契
約
締
結
し
ま
し
た
の

で
、
浦
添
市
会
計
規
則
第
31
条
第

２
項
に
基
づ
き
、
公
表
し
ま
す
。

契
約
業
者　

株
式
会
社
リ
ウ
コ
ム

契
約
期
間　

平
成
29
年
４
月
３
日
～

平
成
30
年
３
月
31
日

■
牧
港
補
給
地
区
に
お
け

る
土
地
の
先
行
取
得（
買

取
）に
つ
い
て

企
画
課

（
内
線
２
５
３
０
・
２
５
２
１
）

　

跡
地
利
用
特
措
法
に
基
づ
き
、

牧
港
補
給
地
区
に
お
い
て
土
地
の

先
行
取
得
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

・
牧
港
補
給
地
区
内
の
２
０
０
㎡

以
上
の
土
地
（
軍
用
地
）
を
売
却

す
る
場
合
、
市
役
所
へ
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

・
市
へ
売
却
を
希
望
す
る
人
は
、
市

が
指
定
し
た
申
し
込
み
受
付
期
間

内
に
市
へ
の
申
し
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
受
付
期
間
は
６
月
頃

を
予
定
し
て
お
り
、
地
権
者
へ
文

書
で
案
内
す
る
予
定
で
す
。

■「
禁
煙
週
間
」、「
歯
と
口

の
健
康
週
間
」パ
ネ
ル
展
の

お
知
ら
せ

健
康
づ
く
り
課

☎
８
７
５（
２
１
０
０
）

　

た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人
や
そ

の
家
族
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、

禁
煙
の
方
法
や
メ
リ
ッ
ト
、
歯
と

口
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
役
立
つ

内
容
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

保
健
師
等
に
よ
る
健
康
相
談
を

次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
来
庁

の
際
や
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
31
日
（
水
）
～
６
月

９
日
（
金
）

※
健
康
相
談
開
催
日
時
：
６
月
２

日
（
金
）、７
日
（
水
）、９
日
（
金
）

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

浦
添
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

■
各
種
相
談
窓
口
の
ご
案
内

市
民
相
談
室・消
費
生
活
相
談
室

☎（
８
５
１
）５
０
５
９

　

各
種
相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
し

ま
す
。

場
所　

・
市
民
相
談
室
（
市
役
所
１
階
）

・
人
権
相
談（
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー
）

各
種
相
談

●
市
民
相
談

内
容　

市
民
生
活
に
関
わ
る
市
民

の
一
般
相
談
お
よ
び
市
行
政
に
対

す
る
意
見
や
要
望
、
苦
情
な
ど
。

日
時　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５

時
ま
で

●
法
律
相
談
（
要
予
約
）

内
容　

市
民
生
活
に
関
わ
る
諸
々

の
法
律
相
談
。

日
時　

弁
護
士
相
談
は
毎
週
火
曜

日
、
司
法
書
士
相
談
は
毎
週
水
曜

日
、
と
も
に
午
後
２
時
～
午
後
４

時
30
分
ま
で

●
行
政
相
談

内
容　

行
政
機
関
等
の
業
務
に
関

す
る
相
談
。

日
時　

毎
週
木
曜
日
（
第
５
週
木

曜
日
を
除
く
）
午
後
２
時
～
午
後

４
時
ま
で

●
人
権
相
談

日
時　

毎
月
第
１
木
曜
日　

午
前

10
時
～
午
後
４
時
ま
で

※
各
種
相
談
窓
口
は
正
午
～
午
後

１
時
、
祝
日
は
休
み
と
な
り
ま
す
。

■
春
の
一
日
合
同
行
政
相
談

所
の
開
設

市
民
生
活
課（
内
線
３
０
１
２
）

　

国
、
県
、
市
町
村
の
協
力
の
も

と
一
日
合
同
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
予
約

不
要
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

５
月
19
日
（
金
）
午
前
10

時
～
午
後
4
時

場
所　

サ
ン
エ
ー
経
塚
シ
テ
ィ
ー

１
階
中
央
コ
ー
ト

　

浦
添
市
の
行
政
相
談
委
員
（
総

務
大
臣
委
嘱
）津
波
古 

重
男
氏（
再

任
）・
与
那
原 

孝
氏
（
新
任
）・
山

里 

時
子
氏
（
新
任
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

が
委
嘱
し
、
住
民
が
国
や
県
に
対

し
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
感
じ

て
い
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
直

接
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
・
実
現

に
努
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
省　

沖
縄
行

政
評
価
事
務
所　

☎
（
８
６
７
）
１
１
０
０

☎
０
５
７
０
（
０
９
０
）
１
１
０

■
５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

「
～
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！
消

費
者
が
主
役
の
社
会
！！
～
」

市
民
生
活
課（
内
線
３
０
１
２
）

　

近
年
、
高
齢
者
の
不
安
に
つ
け

こ
ん
だ
悪
徳
商
法
や
お
金
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
、
消
費
者
被
害
の
相
談

に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

被
害
に
あ
っ
た
高
齢
者
が
再
び
被

害
に
遭
う
「
二
次
被
害
」
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
は
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、

誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
す
。

あ
な
た
は
大
丈
夫
で
も
、
家
族
は
、

友
人
は
…
。
そ
の
手
口
を
知
っ
て

い
る
だ
け
で
も
、
ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
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ず
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午
前

10
時
～
午
後
４
時
（
正
午
～
午
後

１
時
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

１
階
市
民
相
談
室
に
お
い
て
専
門

の
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
消
費

生
活
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
相
談
は
無
料
で
す
。

・
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）
３
７
０

消
費
者
月
間
パ
ネ
ル
展

　

消
費
者
月
間
と
し
て
期
間
中
、
浦

添
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で
、
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
パ
ネ
ル

展
示
や
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

展
示
期
間　

５
月
22
日（
月
）～
26

日
（
金
）

場
所　

浦
添
市
役
所
１
階
市
民

ホ
ー
ル

 

市
の
募
集

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
保
育
士
試
験
対
策
講
座

受
講
生
募
集

保
育
課
子
育
て
支
援
室

（
内
線
３
６
２
１
）

　

10
月
に
行
わ
れ
る
保
育
士
試
験

に
向
け
て
試
験
対
策
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

講
座
期
間　

６
月
６
日
（
火
）
～

12
月
８
日
（
金
）

日
時　

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日
の

午
後
６
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

場
所　

浦
添
市
て
だ
こ
ホ
ー
ル
多

目
的
室
な
ど

対
象
者　

保
育
士
資
格
取
得
後
に

浦
添
市
内
の
認
可
保
育
所
、
小
規

模
保
育
事
業
所
、
事
業
所
内
保
育

事
業
所
、
認
可
外
保
育
施
設
で
勤

務
す
る
予
定
の
人

受
講
料　

無
料

テ
キ
ス
ト
代
金　

約
６
千
円

募
集
人
数　

45
人
（
※
定
員
に
達

し
次
第
、
受
付
終
了
。）

申
込
方
法　

申
込
書
を
提
出
（
申

込
書
は
保
育
課
で
配
布
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

申
込
期
間　

５
月
19
日
（
金
）
ま
で

■
て
だ
こ
レ
デ
ィ
候
補
者
募

集
～
て
だ
こ
の
華
に
な
っ
て

み
ま
せ
ん
か
～

市
民
生
活
課（
内
線
３
０
１
２
）

　

て
だ
こ
レ
デ
ィ
は
浦
添
市
の
代

表
と
し
て
市
内
外
に
お
け
る
公
式

行
事
に
参
加
し
、
他
都
市
へ
親
善

大
使
と
し
て
お
も
む
き
、
相
互
の

友
好
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

募
集
条
件

①
市
内
に
３
か
月
以
上
在
住
者
ま

た
は
市
内
事
業
所
で
勤
務
す
る
人
。

②
18
歳
以
上
の
女
性
で
、
未
婚
・

既
婚
は
問
わ
な
い
（
た
だ
し
、
高

校
生
は
除
く
）

③
現
て
だ
こ
レ
デ
ィ
よ
り
引
き
継

ぎ
以
降
１
年
間
、
主
催
者
の
指
示

で
公
式
諸
行
事
に
参
加
で
き
る
人
。

賞
品

①
第
１
次
合
格
者
全
員
へ
参
加
賞

あ
り

②
て
だ
こ
レ
デ
ィ
３
人
へ
賞
金
、

副
賞
あ
り

募
集
期
間

５
月
１
日
（
月
）～
31
日
（
水
）
午

後
５
時
ま
で

※
募
集
期
間
つ
い
て
は
、
変
更
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
て
だ
こ
ま
つ
り「
三
大
王

統
ま
つ
り
」
　

総
踊
り
エ
イ

サ
ー
等
練
習
生
募
集
に
つ

い
て

市
民
生
活
課（
内
線
３
０
１
２
）

　

第
40
回
を
迎
え
る
「
て
だ
ま
つ

り
」
で
「
浦
添
三
大
王
統
ま
つ
り
」

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
一
緒

に
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

募
集
人
数　

50
人
程
度
（
定
員
達

成
次
第
終
了
）
※
主
に
浦
添
市
内

の
小
・
中
・
高
・
大
学
生
、
一
般

成
人
、
親
子
参
加
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

募
集
期
間　

５
月
下
旬
頃
ま
で
予
定

練
習
期
間　

５
月
13
日（
土
）
～
７

月
15
日
（
土
）
予
定

※
毎
週
土
曜
日
（
午
後
３
時
～
午

後
５
時
）
10
回
予
定

※
７
月
22
日
（
土
）
本
番
演
舞

練
習
場
所　

中
央
公
民
館
分
館

会
費　

千
円
程
度（
バ
チ
製
作
費
込
）

問
い
合
わ
せ　

鼓
衆
若
太
陽（
平
良
）

☎
０
７
０（
６
５
９
６
）
４
５
２
９

そ
の
他　

パ
ー
ラ
ン
ク
ー
は
事
務

局
で
準
備
い
た
し
ま
す
。

■
情
報
公
開
及
び
個
人
情

報
保
護
制
度
運
営
審
議
会

委
員
募
集

総
務
課

（
内
線
２
０
１
６
・
２
０
１
８
）

　

情
報
公
開
お
よ
び
個
人
情
報
保

護
制
度
の
運
営
に
市
民
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

応
募
要
件

①
両
制
度
に
関
心
の
あ
る
人



編
集
後
記

広報19
広告掲載に関するお問い合わせは、文進印刷株式会社 ☎ 996-3356

2017 年５月１日

新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
進
む
広
報
誌
の
編
集
。プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
は
息
子
が
小
学
校
に
新
入
学
。広
報
担

当
と
し
て
4
年
目
突
入
、父
に
な
っ
て
6
年
目

突
入
、公
私
と
も
に
慌
た
だ
し
い
ス
タ
ー
ト
に

な
り
ま
し
た
。息
子
と
交
わ
し
た
た
く
さ
ん
の

お
約
束
事
。そ
の
一
つ「
よ
り
み
ち
し
な
い
」。

早
速
破
っ
て
周
り
を
騒
が
せ
る
一
幕
も（
汗
）そ

ん
な
こ
ん
な
で
成
長
し
て
い
く
の
か
な（
笑
）一

歩
一
歩
で
す
ね
。父
と
し
て
も
広
報
担
当
と
し

て
も
一
つ
一
つ
に
向
き
合
っ
て
前
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。	

（
上
江
洲
）

初
め
ま
し
て
。4
月
か
ら
広
報
担
当
に
異

動
に
な
り
ま
し
た
。初
め
て
の
取
材
や

記
事
作
成
に
あ
た
ふ
た
し
て
い
ま
す
が
、カ
メ

ラ
の
使
い
方
や
表
現
方
法
な
ど
を
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、楽
し
い
仲
間
と
一
緒
に
日
々
頑

張
っ
て
い
ま
す
。ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
キ
ャ

ン
プ
に
行
く
予
定
な
の
で
自
然
を
満
喫
し
つ

つ
、写
真
の
撮
り
方
も
練
習
し
て
き
ま
す
！
こ

れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！	

（
棚
原
）

念
願
だ
っ
た
広
報
担
当
の
嘱
託
員
と
な
っ

て
も
う
す
ぐ
1
ヶ
月
。正
確
な
情
報
を

よ
り
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。で
も
、広
報
の
仕

事
は
や
り
が
い
が
あ
っ
て
楽
し
い
！
伝
え
る
た

め
に
た
く
さ
ん
の
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
、伝

え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
ワ
ク
ワ
ク

し
ま
す
。私
も
一
市
民
と
し
て
、市
民
目
線
の

広
報
が
で
き
る
よ
う
楽
し
み
な
が
ら
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。	

（
内
間
）

は
い
た
い
！
４
月
よ
り
広
報
う
ら
そ
え
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
當
銘
で
す
。会

議
や
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
意
見
を
出
し

合
っ
て
、や
っ
と
の
思
い
で
完
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。広
報
誌
を
作
成
し
な
が
ら
、み

ん
な
で
1
つ
の
こ
と
に
突
っ
走
っ
て
い
く
の
が

楽
し
か
っ
た
で
す
。こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
発
見

を
記
事
に
し
て
皆
さ
ん
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

ハ
ー
エ
ー
ゴ
ン
ゴ
ン
し
て
い
き
ま
す
。ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。	

（
當
銘
）

寒
い
時
期
が
過
ぎ
、だ
い
ぶ
過
ご
し
や
す
い

季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、皆
さ
ん
元

気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
国
際
交
流
課
は

新
し
い
体
制
を
迎
え
、元
気
で
面
白
い
職
員
が

配
属
さ
れ
て
と
て
も
賑
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。今
年
度
も
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
よ
う

な
広
報
紙
作
り
を
頑
張
っ
て
作
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、今
後
も
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。
（
玉
城
）

②
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
で
住
民

登
録
し
て
い
る
人

③
運
営
審
議
会
に
出
席
で
き
る
人

（
年
１
～
５
回
程
度
）
※
過
去
に
こ

の
運
営
審
議
会
の
委
員
を
委
嘱
さ

れ
た
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

任
用
期
間　

２
年
（
平
成
29
年
６

月
30
日
～
平
成
31
年
６
月
29
日
）

募
集
人
数　

１
人

応
募
方
法

①
両
制
度
に
つ
い
て
の
意
見
・
考

え
方
（
応
募
動
機
、
自
己
紹
介
、

自
己
Ｐ
Ｒ
等
）
を
レ
ポ
ー
ト
用
紙

な
ど
に
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め

て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記
入

の
う
え
、
直
接
持
参
・
郵
送
・
電

子
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間　

５
月
１
日（
月
）
～
19

日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

結
果
通
知　

応
募
者
全
員
に
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

応
募
先　

総
務
部
総
務
課
文
書
係

〒
９
０
１

−

２
５
０
１

浦
添
市
安
波
茶
１

−

１

−

１

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

som
u@
city.

urasoe.lg.jp

■「
市
民
の
ま
な
び
応
援
講

座
」学
習
グ
ル
ー
プ
・
団
体

募
集

生
涯
学
習
振
興
課

（
内
線
６
０
６
２
）

　

浦
添
市
で
は
市
民
に
よ
る
自
主

企
画
の
学
習
会
を
支
援
・
応
援
し

て
い
ま
す
。
成
人
５
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
・
団
体
の
学
習
会
に
お
い

て
、
講
師
謝
礼
金
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
で
子
育
て
等

家
庭
教
育
、
社
会
教
育
に
関
心
の

あ
る
５
人
以
上
の
成
人
の
グ
ル
ー

プ
・
団
体
（
25
団
体
程
度
）

※
同
じ
趣
旨
の
も
と
で
市
か
ら
補

助
金
を
受
け
て
い
る
場
合
を
除
く
。

内
容　

子
育
て
等
家
庭
教
育
、
社

会
教
育
に
関
す
る
こ
と

回
数　

年
５
回
以
内
（
講
座
１
回

に
つ
き
２
時
間
程
度
）

募
集
期
間　

５
月
１
日
（
月
）
～

12
月
28
日
（
木
）（
予
算
に
達
し
次

第
締
め
切
る
も
の
と
す
る
）

申
し
込
み　

所
定
の
様
式
を
生
涯

学
習
振
興
課
へ
提
出

【
市
民
の
ま
な
び
応
援
講
座
説
明
会
】

日
時　

５
月
18
日
（
木
）
午
後
２

時
～
４
時　

場
所　

浦
添
市
役
所
６
階
６
０
１

会
議
室 

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
生
涯
学

習
振
興
課
窓
口
で
申
し
込
み

■
平
成
29
年
度
浦
添
市・蒲

郡
市
友
好
都
市
交
流
事
業

派
遣
団
体
募
集
に
つ
い
て

国
際
交
流
課（
内
線
２
６
１
１
）

派
遣
団
体
数
及
び
人
数　

1
団
体

（
25
人
以
内
）

派
遣
先　

愛
知
県
蒲
郡
市

派
遣
期
間　

平
成
29
年
７
月
３
日

（
月
）
～
平
成
30
年
１
月
31
日
（
水
）

の
期
間
中
、
３
日
間

応
募
方
法　

必
要
書
類
を
国
際
交

流
課
へ
提
出（
原
本
提
出・郵
送
可
）

申
請
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
国
際
交

流
課
窓
口
で
配
布

提
出
期
限　

５
月
31
日
（
水
）

派
遣
団
体
の
決
定　

選
定
委
員
会

に
よ
る
書
類
選
考

　

派
遣
要
件
、派
遣
費
用（
補
助
金
）

に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
国
際
交

流
課
で
配
布
す
る
資
料
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
注
意
】
応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
事

前
に
蒲
郡
市
の
交
流
の
相
手
方（
団

体
）
に
お
い
て
今
年
度
の
受
入
交

流
が
可
能
か
ど
う
か
を
確
認
の
う

え
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

関
係
機
関
か
ら
の

お
知
ら
せ・募
集

■
浦
添
市
商
品・サ
ー
ビ
ス

開
発
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

セ
ミ
ナ
ー
事
務
局　

株
式
会
社
Ｃ
Ｓ
Ｄ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
　

☎（
８
８
２
）３
０
３
３

　

浦
添
市
内
で
創
業
を
予
定
し
て

い
る
人
、
創
業
し
て
か
ら
５
年
以

内
の
事
業
者
等
を
対
象
に
、
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
開
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
内
容
・
申
込
方
法
等
は
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
浦
添
（http://

startup.city.urasoe.lg.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
３
日
（
土
）・
６
月
17

日
（
土
）・
７
月
１
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
５
時
（
正
午
～
午
後

１
時
は
休
憩
）

場
所　

て
だ
こ
ホ
ー
ル
多
目
的
室

受
講
料　

無
料



申し込み、問い合わせ
美らまち推進課　景観まちづくり係　☎（876）1234（内線 4071・4072）

☎（８７６）４９４６　　
http://library.city.urasoe.lg.jp/浦添市立図書館

■応募資格
・浦添市内または隣接の市町村（那覇市・宜野湾市・西原町）
に在住、在学、在勤のYA世代（中学生～大学生・13歳～
22歳まで）

　　■短編小説部門・詩部門
　テーマ「浦添」「図書館（読書）」、「その他自由」
　※応募は各部門１人１作品
　　■応募規定
●短編小説部門：400字詰原稿用紙20枚以内（8,000字以内）
●詩　 部 　門：400字詰原稿用紙５枚以内（2,000字以内）
　※原稿は縦書き、鉛筆不可（ワープロ原稿は可）
　※原稿用紙にはタイトル、本文のみ。
　　（名前、学校名等は応募用紙に明記。原稿用紙に記入不可）

・応募作品は、自作未発表のものに限る。
・応募作品は返却しない。
・応募作品の版権は、当主催者に帰属する。
　　■応募期間
　平成29年６月６日（火）～平成29年９月12日（火）
　※当日消印有効
　　■応募先・問い合わせ
　〒901-2114　浦添市安波茶2-2-1
　浦添市立図書館「2017うらそえＹＡ文芸賞」係
　※その他詳細については浦添市立図書館ホームページをご覧
　ください。

・浦添市内または隣接の市町村（那覇市・宜野湾市・西原町）
に在住、在学、在勤のYA世代（中学生～大学生・13歳～

・応募作品は、自作未発表のものに限る。
・応募作品は返却しない。
・応募作品の版権は、当主催者に帰属する。

作品募集のおしらせ作品募集のおし
2017うらそえＹＡ文芸賞

ワイエー

平成29年度 市民の夢応援プロジェクト ～まちづくりプラン賞～

市民の皆さんが主体となった「てだこの都市・浦添」の実現に寄与する、幅広いまちづくり活動
「平成29年度市民の夢応援プロジェクト～まちづくりプラン賞～」の応援寄附金を募集します。

●応援寄附金の協力者には、以下の措置をいたします。

１．市民の夢応援プロジェクト～まちづくりプラン賞～に企業名称を冠する
　①応援寄附金の多額な企業に対しては、応募コース名に冠する。
　②200万円または100万円を想定。詳細は協議する。
２．応募コ－ス別に企業名称を冠する
　①次いで、応援寄附金の多額な企業に対しては、応募コース別に冠する。
　②10万円から50万円を想定。詳細は協議する。
　③受賞団体ごとに、○○株式会社賞あるいは主力商品名称の●●賞を付ける。
３．まちづくり活動の応募ポスタ－・チラシに企業名を記載する。
４．まちづくり活動に、企業名入りの看板・横断幕設置等について協議する。

※詳細については
　本市ホ－ムペ－ジをご覧ください。

募集期間：平成29年5月1日(月)～5月31日(水)
事業の応援寄附金の募集

※詳細については

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

発
行
／
浦
添
市
  〒
901-2501　

沖
縄
県
浦
添
市
安
波
茶
1-1-1    編

集
　
 ／
国
際
交
流
課
(代
)☎
876-1234(内

線
2613･2614)　

　
　
　
印
刷
／
文
進
印
刷
株
式
会
社

こ
の
印
刷
物
は
地
球
環
境
に

優
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。




